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南北共役点観測による中性・電離大気結合とプラズマファウンテンの研
究

Study of neutral-plasma coupling and equatorial plasma fountain based
upon geomagnetic conjugate observations
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この講演では、名古屋大学太陽地球環境研究所及び情報通信研究機構が、京都大学生存圏研究所
と協同して、赤道大気圏のエネルギー・物質ファウンテンの研究に関連して計画している研究テ
ーマ「南北共役点観測による中性・電離大気結合とプラズマファウンテンの研究」を紹介する。
ここでは、赤道近傍の下層・中層大気で励起された大気波動が上方伝播し、超高層大気において
プラズマファウンテンを起動・変調させる過程、赤道上空に噴き上がるプラズマや中性大気の力
学変動の南北半球間結合、さらにこれらのプロセスがより高緯度側の超高層大気の力学変動へつ
ながっていく過程について研究する。このため、赤道近傍のインドネシア、タイ、ベトナム、オ
ーストラリアなどの観測点において、光学観測機器、電離圏観測レーダー、衛星ビーコン電波受
信機、流星レーダー、GPS受信機のネットワーク化と整備を行う。特に、南北に磁力線で結ばれ
た磁気共役点であるコトタバン（インドネシア）とチェンマイ（タイ）（磁気緯度約10度）、信楽
（日本）とダーウィン（オーストラリア）（磁気緯度約20-25度）の2カ所のペアにおいて、最新
のファブリ・ペロー光学干渉計を用いて、世界で初となる超高層大気風速の南北共役点同時観測
を実施する。また、人工衛星による中性・電離大気の直接観測とも連携する。
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